
2023～2024 年度 第９回一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 景観･まちづくり特別委員会 議事録 

開催日時 令和５年１２月１１日（月）１５：００～１７：００ 会 場 神事協２階会議室（web 併用） 

出 席 者 

担 当 理 事 杉本 勝郎 

委 員 長 大西  智子 

副 委 員 長 大澤 匠   ・岡崎  秀祐  ・小笠原 修司 

委 員 小澤 勝美（欠）  ・根岸 光司   ・平山 正義   ・寺本 勉 

      小島 紀雄  ・藤岡 裕（ｗ）  ・三橋 要     ・稲葉 勉（ｗ） 

担当副会長 山口 英生 

事 務 局 小林 恵美  

 

（司会進行）大西委員長 

 

１．挨拶 山口副会長 

 

２．議題 

 １）景観整備機構 

 （１）相模原市（担当：杉本理事、寺本委員） 

①11 月 15 日に挨拶に行った際の報告が大西委員長作成の記録書を基にされ、今後の活動等について検

討された。 

市としては、相模原支部との連携も重要だと考えているとのこと。 

景観整備機構として行ってきた事が市では引き継がれていない事から、活動等のアピールが必要と

の意見が出た。  

  ②専属担当者が 杉本理事、小笠原副委員長、寺本委員の３人に決まった。  

  ③11 月 18 日に開催されたまちなみウォッチングの報告がされた。 

   今回は、桜まつりの際に行われたアンケート結果を踏まえて、市の主導で見学場所等ルートが決ま

った。 

   橋本駅周辺等新しい場所の情報が不足していた。 

   撮影した動画や資料をまとめ、ブログに掲載する事や発表方法を今後検討することとなった。 

   概ね好評であり参加希望者も多く抽選にもなったことから、景観整備機構主催のバスツアー開催を

今後検討することとなった。その際は市の広報に掲載を依頼する。 

  ④相模原市内の古民家活用例をまとめた資料作成を今後検討することとなった。 

  ⑤12 月 23 日（土）に相模原桜通りの調査を行うこととなった。 

   9 時半相模原駅集合。 

   事前に相模原市担当課等より資料（情報）を入手することとなった。（担当：杉本理事） 

  ⑥第 5 回勉強会について 

   テーマを『古民家の有効活用』とし、3 月に相模原市久保田酒造（又は神事協会議室）で開催する。 

   ⑤の際に久保田酒造に事前打合せに行くこととなった。（久保田酒造への連絡：寺本委員） 

  

（２）伊勢原市（担当：岡崎副委員長、寺本委員） 

  大山こま参道の取り扱いについて、以前取り寄せた建築計画概要書に記載のあった当会会員より道

路等の取り扱い・経緯等について話しを聞くこととなった。（岡崎副委員長） 

  引き続き、全国の神社参道の扱いについて情報収集を行うこととなった。 

 

 ２）まちづくり活動につて 

 （１）湯河原町（担当：平山委員、稲葉委員） 

   （仮称）川端公園利活用計画について進捗報告がされた。 

 

 （２）藤沢市（担当：藤岡委員、小笠原副委員長、岡崎副委員長） 

   旧桔梗屋の有効活用に係るサウンディング調査の結果が市より 12 月中には出る予定。結果を見てか

ら今後を検討する。 

 

 ３）委員会活動について 

 （１）ニュースレター 各事業原稿担当者について 

   ・まちなみウォッチング：寺本委員 

   ・大山講：根岸委員 



   ・平塚まちあるき：大澤副委員長 

 （２）ブログについて 

   各委員がブログ掲載できるように、更新作業方法を確認することとなった。  

   12 月 9 日に開催した『平塚まちあるき』について、掲載することとなった。（担当：大澤副委員長） 

 （３）メールマガジンにつて 

   掲載内容等について今後検討することとなった。 

 （４）活動レポート作成について 

   ストック資料を今後整理し、アーカイブ配信等をすすめることとなった。 

 （５）各行政宛アンケートについて 

   回答しやすい方法を今後検討することとなった。 

 

 ４）12 月 9 日（土）開催『平塚土屋の里山あるき／歴史を知り名家を見学するツアー』について 

  ・参加者は会員 12 名、会員外 7 名（懇親会参加者 17 名）であった。 

  ・懇親会費が抑えられた事などにより収支は黒字となった。 

  ・大変勉強になった等、参加者からは好評であった。 

  ・内容や資料の充実度を考えると参加費が安すぎるとの意見があったことから、次回から都度参加費

を検討することとなった。 

  ・平塚市（教育委員会）にレポートを提出することを検討する。 

 

 ５）令和 6 年度 予算策定について 

  予算要求（案）の内容について確認され、総財務委員会（理事会）へ提出することとなった。 

 

 

次回委員会 令和 6 年 1 月 15 日（月）15：00 ～ 会議室・web 併用 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 


